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鉛直方向に運動する物体について到達時間推定課題を実施すると，上昇方向と下降方向では推定精度

に差が生じるということが明らかになっているが，その際の脳活動については未解明である．本研究

では運動方向（上昇・下降）と加速度（加速・減速）を組み合わせた条件の運動物体を提示し，到達

時間推定課題を実施し，各施行の課題の結果をフィードバック提示した．その際の脳活動を計測し，

事象関連電位の一つであるフィードバック関連陰性電位を解析した．これまでの実験から眼球運動等

のアーチファクト混入などが考えられたため，眼電位を同時計測し解析に活用した．その結果，どち

らの加速度条件においても下降条件では明瞭なフィードバック関連陰性電位を確認することができ

たのに対して，上昇条件では明瞭に確認することができず，運動方向による比較には至らなかった．

アーチファクト除去が不十分であることが考えられ，除去するための解析方法や今回の結果を示すよ

うな脳活動の検討が必要であると示唆された． 
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